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目
指
し
、
準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
度
は
日
本
国
内
で
推
薦
さ
れ

る
か
否
か
の
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
伝
わ
っ
た

キ
リ
ス
ト
教
文
化
が
、
日
本
土
壌
の
中

で
ど
の
よ
う
に
黄
金
期
を
迎
え
、
迫
害

に
至
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
本
市
の
世
界
遺
産
候
補
の
価
値

や
魅
力
の
情
報
発
信
を
図
る
た
め
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
市

に
は
日
野
江
城
跡
、
原
城
跡
の
２
つ
の

構
成
資
産
を
有
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
繁

栄
か
ら
弾
圧
の
時
代
を
担
っ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
が
見
た

南
島
原
の
魅
力

　

日
本
が
戦
国
時
代
の
頃
、
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
有
馬
晴
信
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
化
・
教
育
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
繁
栄
し
た
地
が
有
馬
、
現
在
の
島
原

半
島
で
し
た
。
今
回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

伝
え
ら
れ
た
記
録
か
ら
見
た
南
島
原
の

繁
栄
と
弾
圧
を
３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
り
検
証
し
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
は
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
の
繁
栄
に
は
、

日
本
で
初
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
等
教
育

機
関
「
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
」
の
存
在

は
欠
か
せ
な
い
。
天
正
遣
欧
少
年
使
節

を
輩
出
し
、
多
く
の
日
本
人
司
祭
を
生

み
出
し
た
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
教
え
こ
そ
が
、

幕
府
の
弾
圧
下
で
の
潜
伏
と
復
活
の
原

点
と
な
っ
た
。
長
崎
の
教
会
群
を
支
え

る
精
神
は
、
南
島
原
で
育
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ー
マ
に
残
る
報
告
書
か
ら
４

０
０
年
前
の
日
野
江
城
・
原
城
、
南
島

原
市
内
を
移
動
し
た
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
・
コ

レ
ジ
ヨ
の
役
割
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
日
野
江
城
跡
・
原
城
跡
の
活

用
な
ど
、
過
去
の
検
証
か
ら
未
来
に
向

け
た
史
跡
の
活
用
方
法
、
他
地
域
と
の

連
携
な
ど
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

世
界
遺
産
と
向
き
合
う
の
は

私
た
ち
市
民

　

基
調
講
演
で
の
世
界
遺
産
が
も
た
ら

す
経
済
効
果
に
加
え
、
今
後
に
向
け
て

は
世
界
遺
産
と
暮
ら
し
て
い
く
私
た
ち

が
い
か
に
遺
産
に
向
き
合
い
、
大
切
に

し
て
い
く
の
か
。
世
界
遺
産
登
録
は
そ

の
第
一
歩
で
あ
る
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
ま
と
め
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
今

後
の
早
期
登
録
を
目
指
す
ア
ピ
ー
ル
文

も
提
案
・
採
択
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
閉
じ
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
意
味
合
い
を

市
民
に
啓
発

　

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」
は
、「
信
徒
発
見
」
か
ら
１
５

０
周
年
に
あ
た
る
平
成
27
年
の
登
録
を

　
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
南
島
原
市
世
界
遺
産
登
録
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
５
月
19
日
㈰
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
市
内
外
か
ら
約
６
０
０
人
が
参
加
。
キ
リ

シ
タ
ン
文
化
の
繁
栄
と
島
原
の
乱
で
の
滅
亡
を
た
ど
っ
た
郷
土

の
歴
史
的
意
義
を
確
認
し
ま
し
た
。

　世界遺産は、「人類共通資産としての価
値を持つ自然や文化遺産を認定し、保護し、
将来の世代へ伝える」ことを目指すもの
です。しかし一方、世界遺産ブームによ
って観光振興を目的にした登録運動が増
加。登録後は観光客や観光施設の増加な
どにより、自然や生活環境、地域コミュ
ニティ悪化など、世界遺産が地域を破壊
する事例も増加しています。
　長崎の教会群への期待と問題点として
は、市民として「地域の記憶」を知るこ
とが必要です。また、島原の乱で密接な
関わりがある天草地域との相互理解、交
流を深める必要があります。乱の時には
海上交通が重要な役割を担っていました
が、この海上から乱の史跡を巡り、体験
しながら味わうコースを検討する価値が
あります。しかし、大切なのは、市民皆
さんの交流や、ストーリー作りでの協力
が必要です。

公益財団法人ながさき地域政策研究所
脇田 安大 理事長

世界遺産で元気なまちづくり

講師

基　調　講　演

シンポジウムに併せて日野江城、原城さるく
を実施。長崎市内から41人が参加。

ゆるキャラの「アリマーノはるのぶっち」と
「ベイガ船長」が来場者をお出迎え。

シンポジウムには島原の乱で共に行動した
熊本県天草市からも36人が参加。

朗読劇で昨年のローマ派遣を報告した平成遣
欧少年使節の皆さん。国際交流員らも応援。

コーディネーターは、九州国立博物館長の
三輪嘉六氏。

約600人の聴講者の皆さんが来場。

｜特集｜ 　　　 南島原市世界遺産登録推進シンポジウム

南
島
原
市
世
界
遺
産
登
録
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

長崎の教会群とキリスト教
関連遺産を世界遺産へ

南
島
原
か
ら

　 
世
界
遺
産
を

日 野 江 城 跡 原  城  跡


